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■製造業景況懇談会 ・（公財）日立地区産業支援セン
　ターとの懇談会を開催
　・高校生のインターンシップ受入企業事業所を募集
　・「日立地区デュアルシステム」企業派遣実習調印式
■常議員会/日立商工会議所事務局機構のお知らせ
■日本商工会議所の動き/商工会議所の動き（４月）
■第５８回会頭杯野球大会参加チーム募集
　・商業振興活動支援事業
■相談所だより
　自治・振興金融、マル経制度のご案内/記帳指導
■青年部が通常総会を開催
■リレー随想（その２０３）
■会員探訪

■会議所インフォメーション
　貸会場案内/役員議員紹介『素顔』
■国・県・市等からのお知らせ
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かいぎしょNEWS新年号企画で当所役員・議員の選んだ日立市内の好きな場所（その⑬）：茂宮川
（枠の写真：沖積土壌の栄養分豊富な土地で育った茂宮かぼちゃがこれから収穫の時期を迎えます）

〈写真提供：日立市農林水産課〉

第58回会頭杯野球大会参加チーム募集
詳細⑤面掲載

共済キャンペーン実施中！
期間：5月10日（水）～6月30日（金）
職員とアクサ生命社員がご訪問させていただきます。

鈴木昇



誇れる仕事を未来へ… 笑顔あふれる街づくりにチャレンジ

③　第1617号　（毎月20日発行） 平成29年5月20日 第1617号　（毎月20日発行） 平成29年5月20日　②

「かいぎしょNEWS」市民版では、市内各地
域で開催する夏のイベント特集を掲載します。

■掲載内容
　①名称　②開催日時　③開催場所　④イベ
ント内容　⑤雨天時の対応　⑥主催団体

　⑦代表者の連絡先（住所・氏名・TEL）

■掲 載 料
　無料

■締め切り
　６月16日（金）

■発 行 日
　７月中旬予定
（読売・朝日・毎日新聞朝刊に折込み）

■申込方法
　掲載内容をファクシミリ又はEメールでお送り
ください。

■問 合 せ
　総務課　TEL 22-0128  FAX 22-0120
　Mai l   h1204＠hitach icc i .or . jp
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夏まつり情報を募集夏まつり情報を募集
　４
月
27
日
、
平
成
29
年
度「
日

立
地
区
デ
ュ
ア
ル
シ
ス
テ
ム
」の

ス
タ
ー
ト
を
前
に
、
県
立
日
立
工

業
高
校
に
て
、
学
校
と
生
徒
・
保

護
者
、
受
入
企
業
の
３
者
に
よ
る

企
業
派
遣
実
習
提
携
協
定
書
の
調

印
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　こ
の
デ
ュ
ア
ル
シ
ス
テ
ム
は
特

色
あ
る
学
校
運
営
と
学
生
に
地
域

企
業
へ
の
就
労
を
促
す
シ
ス
テ
ム

と
し
て
今
年
度
も
継
続
的
に
実
施

す
る
も
の
で
、
14
年
目
を
迎
え
た

こ
の
事
業
の
経
験
者
は
約
２
０
０

名
を
数
え
、
市
内
外
の
企
業
に
勤

務
し
、
日
本
の
も
の
づ
く
り
産
業

を
支
え
る
一
員
と
し
て
活
躍
し
て

い
ま
す
。

　参
加
す
る
生
徒
13
名
は
、
９
社

の
受
入
企
業（
別
記
）に
分
か
れ
、

来
年
２
月
ま
で
の
期
間
、
週
１
回

の
企
業
実
習
に
臨
み
ま
す
。
参
加

者
の
中
に

は
、
女
子

生
徒
が
２

名
お
り
、

内
、
１
名

は
当
所
が

日
立
市
教

育
委
員
会

を
中
心
に

実
施
し
て

い
る
「
ひ

「
日
立
地
区
デ
ュ
ア
ル
シ
ス
テ
ム
」企
業
派
遣
実
習
で
調
印
式

９
社
の
受
入
企
業
が
提
携
協
定
書
に
調
印

　当所工業部会及び交通運輸業部会並びに建設業

部会では、茨城県立日立工業高等学校で実施する

インターンシップ事業の受入事業所を募集します。

◇実施時期：【平成29年10月17日（火）～

　　　　　10月19日（木）】の３日間

◇対象業種：製造業、ソフトウェア、自動車整備

関連業種、電気工事業

◇人　　数：各２～５名（１事業所）

◇申込締切：６月30日（金）

◇そ の 他：生徒に対する要望がありましたらお

知らせ下さい。また、受入申出後、

人数等の調整をすることがあります

のでご了承ください。

◇申込・問合せ：会員サービス並びに工業課

昨年は137名の生徒が会員事業所52社で職場体験する

○茨城県立日立工業高等学校の２年生と１年生の希
望者が対象
○受入協力企業に対して、指導・監督・作業着・消耗
品等の費用の一部として協力金を支給します。
○体験者（高校生）は、保険（傷害、賠償責任）に加入し、
交通費及び昼食は、体験者（高校生）が負担します。
○プログラムは、受入企業での作成をお願いいたします。
（事業所において出来る範囲で検討してください。）

高校生のインターンシップ受入事業所を募集

た
ち
も
の
づ
く
り
探
検
少
年
団
」

の
卒
業
生
で
す
。

　当
所
で
は
、
も
の
づ
く
り
は
人

づ
く
り
の
観
点
か
ら
、
教
育
機
関

と
産
業
界
の
連
携
強
化
を
積
極
的

に
支
援
を
進
め
、
こ
の
デ
ュ
ア
ル

シ
ス
テ
ム
で
は
、
地
域
に
お
け
る

職
業
教
育
・
訓
練
制
度
と
し
て
の

定
着
を
目
指
し
、
受
入
企
業
の
選

定
支
援
、
関
係
機
関
の
調
整
に
あ

た
っ
て
い
ま
す
。

茨城電機工業株式会社
株式会社　今橋製作所
株式会社　ショウエイ
スターエンジニアリング株式会社
株式会社　ティー・エム・ピー
吉野電業株式会社
株式会社　エム・シー・エー
株式会社　サイバーテック

製
造
業
景
況
懇
談
会 

・ （
公
財
）日
立
地
区

　
　産
業
支
援
セ
ン
タ
ー
と
の
懇
談
会
を
開
催

製
造
業
景
況
懇
談
会 

・ （
公
財
）日
立
地
区

　
　産
業
支
援
セ
ン
タ
ー
と
の
懇
談
会
を
開
催

工業部会工業部会　工
業
部
会（
宮
本
洋
治
部
会
長
）

で
は
、
４
月
18
日
、
製
造
業
景
況

懇
談
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　懇
談
会
で
は
、
市
内
の
製
造
業

組
合
と
団
体
、
関
係
機
関
の
代
表

者
・
行
政
関
係
部
署
が
一
堂
に
会

し
、
其
々
の
業
況
報
告
や
意
見
交

換
を
す
る
場
と
し
て
、
年
に
２
回

開
催
し
て
い
ま
す
。

　今
回
は
、
平
成
28
年
度
の
業
況

と
平
成
29
年
度
の
見
通
し
を
中
心

に
報
告
が
あ
り
、
参
加
者
か
ら
は

国
内
外
と
も
に
低
迷
す
る
厳
し
い

状
況
で
は
あ
る
が
、
そ
ん
な
中
で

も
当
地
域
の
技
術
力
を
発
信
す
る

こ
と
で
受
注
拡
大
に
努
め
る
と
と

も
に
、
大

企
業
の
ソ

リ
ュ
ー
シ

ョ
ン
事
業

へ
の
移
り

変
わ
り
を

的
確
に
捉

え
る
た
め

に
も
、
こ

れ
ま
で
以

上
に
企
業

間
の
連
携

を
強
固
に

し
取
り
組

ん
で
い
く

事
を
再
確

認
し
ま
し

た
。　ま

た
当

日
は
、(

公

財)

日
立

地
区
産
業

支
援
セ
ン

タ
ー
と
の

懇
談
会
も

開
催
し
ま

し
た
。

　懇
談
会

で
は
、
工

業
部
会
員

企
業
に
同
セ
ン
タ
ー
の
平
成
29
年

度
の
施
策
や
事
業
等
を
説
明
い
た

だ
く
と
共
に
、
同
セ
ン
タ
ー
の
利

用
促
進
と
、
同
セ
ン
タ
ー
コ
ー
デ

ィ
ネ
ー
タ
ー
と
の
顔
合
わ
せ
の
場

も
兼
ね
て
お
り
、
日
々
の
業
務
の

中
で
の
課
題
を
気
軽
に
相
談
し
、

解
決
に
導
く
こ
と
を
目
的
に
開
催

し
て
い
ま
す
。

　参
加
者
か
ら
は「
高
価
な
試
験

機
器
は
導
入
が
出
来
ず
、
試
験
機

器
の
操
作
や
計
測
な
ど
使
い
易
い

環
境
整
備
を
お
願
い
し
た
い
」な

ど
の
積
極
的
な
意
見
交
換
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

※４月１日付で事務局の

　人事異動が行われました。

　新体制となりましたので、

　よろしくお願いいたします。

● 平成29年度事務局機構 ●

総　務　課

課長　山口　和子

　　　鈴木　　均

主任　大場　沙織

　　　畠山　徳之

パート　笹島　順子

会員サービス並びに工業課

課長　鈴木　聡司

　　　山田　芳靖

　　　鈴木　望未

パート　宮本　明美

パート　五十嵐明美

商業観光課

課長　鈴木　茂夫

　　　橋本　正大

　　　村山菜津美

嘱託　飛田　博光

パート　椎名美奈子

経営支援課

課長　四倉　佳子

　　　谷中　信一

主任　根本　可奈

　　　根本　康寛

　　　朝日　菜摘

パート　樫村　博子

総　務　部

部長　根本　伸一

中小企業相談所

所長　小薗　秀一

事務局長

根本　伸一

専務理事

鈴木　　昇

新
入
会
員
紹
介

新
入
会
員
紹
介

　４
月
26
日
、
当
所
で
常
議
員
会

を
開
催
し
ま
し
た
。

　協
議
事
項
で
は
３
月
の
新
入
会

員（
別
記
）を
承
認
。
次
に
、
当
所

の
常
議
員
補
欠
選
任
に
つ
い
て
協

議
し
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
補

欠
選
任
は
企
業
等
の
人
事
異
動
に

伴
う
も
の
で
、
本
橋
美
章
氏（
株

式
会
社
筑
波
銀
行
日
立
支
店
長
）

を
新
し
く
常
議
員
に
選
任
し
ま
し

た
。　続

い
て
、
当
所
の
簿
記
検
定
試

験
委
員
委
嘱
に
つ
い
て
も
協
議
し
、

承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　報
告
事
項
で
は
、
建
設
業
部
会

松
山
部
会
長
か
ら
八
ツ
場
ダ
ム
等

視
察
研
修
お
よ
び
安
全
講
習
会
に

つ
い
て
、
観
光
委
員
会
三
澤
委
員

長
か
ら
第
55
回
日
立
さ
く
ら
ま
つ

り
関
連
事
業
に
つ
い
て
、
女
性
会

名
倉
副
会
長
か
ら
さ
く
ら
茶
無
料

配
布
事
業
に
つ
い
て
、
青
年
部
本

間
会
長
か
ら
第
５
回
常
陸
ノ
国
グ

ル
メ
フ
ェ
ス
お
よ
び
や
き
そ
ば
賑

わ
い
事
業
に
つ
い
て
、
鈴
木
専
務

理
事
か
ら
議
員
の
職
を
行
う
者
の

変
更
と
特
別
講
演
会
開
催
、
当
所

事
務
局
機
構（
別
記
）に
つ
い
て
説

明
が
あ
り
ま
し
た
。

高
塩
設
備
工
業

（
管
工
事
業
）

　塙
山
町
２

－

27

－

２

東
洋
医
学
研
究
学
院 

こ
り
と
ー
る

（
整
体
業
）

　滑
川
町
２

－

13

－

15

－

１
０
１

4月の常議員会4月の常議員会

課長
代理

課長
代理

課長
代理

職 場 体 験 事 業

受入会員企業（順不同）
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製
造
業
景
況
懇
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・ （
公
財
）日
立
地
区

　
　産
業
支
援
セ
ン
タ
ー
と
の
懇
談
会
を
開
催

製
造
業
景
況
懇
談
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・ （
公
財
）日
立
地
区

　
　産
業
支
援
セ
ン
タ
ー
と
の
懇
談
会
を
開
催

工業部会工業部会　工
業
部
会（
宮
本
洋
治
部
会
長
）

で
は
、
４
月
18
日
、
製
造
業
景
況

懇
談
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　懇
談
会
で
は
、
市
内
の
製
造
業

組
合
と
団
体
、
関
係
機
関
の
代
表

者
・
行
政
関
係
部
署
が
一
堂
に
会

し
、
其
々
の
業
況
報
告
や
意
見
交

換
を
す
る
場
と
し
て
、
年
に
２
回

開
催
し
て
い
ま
す
。

　今
回
は
、
平
成
28
年
度
の
業
況

と
平
成
29
年
度
の
見
通
し
を
中
心

に
報
告
が
あ
り
、
参
加
者
か
ら
は

国
内
外
と
も
に
低
迷
す
る
厳
し
い

状
況
で
は
あ
る
が
、
そ
ん
な
中
で

も
当
地
域
の
技
術
力
を
発
信
す
る

こ
と
で
受
注
拡
大
に
努
め
る
と
と

も
に
、
大

企
業
の
ソ

リ
ュ
ー
シ

ョ
ン
事
業

へ
の
移
り

変
わ
り
を

的
確
に
捉

え
る
た
め

に
も
、
こ

れ
ま
で
以

上
に
企
業

間
の
連
携

を
強
固
に

し
取
り
組

ん
で
い
く

事
を
再
確

認
し
ま
し

た
。　ま

た
当

日
は
、(

公

財)

日
立

地
区
産
業

支
援
セ
ン

タ
ー
と
の

懇
談
会
も

開
催
し
ま

し
た
。

　懇
談
会

で
は
、
工

業
部
会
員

企
業
に
同
セ
ン
タ
ー
の
平
成
29
年

度
の
施
策
や
事
業
等
を
説
明
い
た

だ
く
と
共
に
、
同
セ
ン
タ
ー
の
利

用
促
進
と
、
同
セ
ン
タ
ー
コ
ー
デ

ィ
ネ
ー
タ
ー
と
の
顔
合
わ
せ
の
場

も
兼
ね
て
お
り
、
日
々
の
業
務
の

中
で
の
課
題
を
気
軽
に
相
談
し
、

解
決
に
導
く
こ
と
を
目
的
に
開
催

し
て
い
ま
す
。

　参
加
者
か
ら
は「
高
価
な
試
験

機
器
は
導
入
が
出
来
ず
、
試
験
機

器
の
操
作
や
計
測
な
ど
使
い
易
い

環
境
整
備
を
お
願
い
し
た
い
」な

ど
の
積
極
的
な
意
見
交
換
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

※４月１日付で事務局の

　人事異動が行われました。

　新体制となりましたので、

　よろしくお願いいたします。

● 平成29年度事務局機構 ●
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　　　畠山　徳之

パート　笹島　順子

会員サービス並びに工業課

課長　鈴木　聡司

　　　山田　芳靖

　　　鈴木　望未

パート　宮本　明美

パート　五十嵐明美

商業観光課

課長　鈴木　茂夫

　　　橋本　正大

　　　村山菜津美

嘱託　飛田　博光

パート　椎名美奈子

経営支援課

課長　四倉　佳子

　　　谷中　信一

主任　根本　可奈

　　　根本　康寛

　　　朝日　菜摘

パート　樫村　博子

総　務　部

部長　根本　伸一

中小企業相談所

所長　小薗　秀一

事務局長

根本　伸一

専務理事

鈴木　　昇

新
入
会
員
紹
介

新
入
会
員
紹
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　４
月
26
日
、
当
所
で
常
議
員
会

を
開
催
し
ま
し
た
。

　協
議
事
項
で
は
３
月
の
新
入
会

員（
別
記
）を
承
認
。
次
に
、
当
所

の
常
議
員
補
欠
選
任
に
つ
い
て
協

議
し
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
補

欠
選
任
は
企
業
等
の
人
事
異
動
に

伴
う
も
の
で
、
本
橋
美
章
氏（
株

式
会
社
筑
波
銀
行
日
立
支
店
長
）

を
新
し
く
常
議
員
に
選
任
し
ま
し

た
。　続

い
て
、
当
所
の
簿
記
検
定
試

験
委
員
委
嘱
に
つ
い
て
も
協
議
し
、

承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　報
告
事
項
で
は
、
建
設
業
部
会

松
山
部
会
長
か
ら
八
ツ
場
ダ
ム
等

視
察
研
修
お
よ
び
安
全
講
習
会
に

つ
い
て
、
観
光
委
員
会
三
澤
委
員

長
か
ら
第
55
回
日
立
さ
く
ら
ま
つ

り
関
連
事
業
に
つ
い
て
、
女
性
会

名
倉
副
会
長
か
ら
さ
く
ら
茶
無
料

配
布
事
業
に
つ
い
て
、
青
年
部
本

間
会
長
か
ら
第
５
回
常
陸
ノ
国
グ

ル
メ
フ
ェ
ス
お
よ
び
や
き
そ
ば
賑

わ
い
事
業
に
つ
い
て
、
鈴
木
専
務

理
事
か
ら
議
員
の
職
を
行
う
者
の

変
更
と
特
別
講
演
会
開
催
、
当
所

事
務
局
機
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別
記
）に
つ
い
て
説

明
が
あ
り
ま
し
た
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高
塩
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備
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業

（
管
工
事
業
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－
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－

２

東
洋
医
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こ
り
と
ー
る

（
整
体
業
）
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川
町
２

－

13

－

15

－

１
０
１

4月の常議員会4月の常議員会

課長
代理

課長
代理

課長
代理

職 場 体 験 事 業

受入会員企業（順不同）
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動画（AutoCAD）で
　未来を創りませんか！
詳しくは
tonycorp0809.com で検索して下さい。

日立商工会議所の動き4月4月4月

日本商工会議所の動き

　日本商工会議所は３月16日、第125回通常会員総会を都内で開催し、全国413商工会議

所から会頭・副会頭ら約1000人が出席した。総会の冒頭にあいさつした日商の三村明夫

会頭は、サプライサイド政策実行の主役は民間と強調。「経営者自身がリスクテイクしな

がら新たな挑戦に取り組むことが必要」と訴えた。また、「商工会議所は、地方創生と中小

企業の活力強化を担う中核的な組織として、『成長する経済』の実現に自ら主体的に取り

組み、明るい未来を切り開いていかなければならない」と決意を述べた。

　来賓としてあいさつした安倍晋三首相は、「中小企業において、大企業との格差が一層

縮小するような賃上げができるよう、政府も応援する」と強調。「これからもわが国経済の

屋台骨である中小企業・小規模事業者のリーダーとして活躍してほしい」と述べた。

　政府は３月28日、「働き方改革実現会議」の第10回会合を首相官邸で開催し、「働き方改

革実行計画」を決定した。実行計画では、同一労働同一賃金の基本的考え方や罰則付きの

時間外労働の上限を示した。政府は今後、労働政策審議会の議論を経て、秋の臨時国会に

関連法案を提出する方針だ。

　日本商工会議所の三村明夫会頭は、大企業の働き方改革によるしわ寄せが中小企業に

及ばないよう、中小企業の実態を十分踏まえた検討を要請した。

第125回通常会員総会

全国から約1000人の会頭・副会頭らが出席

「成長する経済」実現へ  経営者が新たな挑戦を

働き方改革実現会議 「実行計画」取りまとめ　三村会頭「中小踏まえた検討を」

あいさつする安倍首相（右）と三村会頭（左から２人目）

《補助対象者》
日立市内の商店街振興組合、日立市内の事業組合、日
立市内の任意の商店街組織（商店会）、複数の商工会議
所会員事業所で構成された共通の目的を持つ組織グ
ループ

《補助対象経費》
専門家謝金（旅費含む）、事務経費（会議費、会場借用
料、会場整備費、機材レンタル料等）
※資産の保全向上や飲食・賞品に該当するものは対象外
※事業終了後のものも可

《補助率/補助限度額》
補助対象経費の総額の２/３以内
（限度額15万円）
※商業部会議員協議会で内容、補助金額等を審査します。

《募集開始》
　６月１日（木）
《申込、問合せ》
申請書、事業計画書、事業予算書等関係書類により商
工会議所（商業観光課）までお申し込みください。
ＴＥＬ２２－０１２８

　７月９日から開催する第58回日立商工会議所会頭杯野球大会の出場チームを募集いたします。
〇開催期間
　７月９日（日）～８月6日（日）予定
〇参加資格
　　公務員、学生を除き現に日立商工会議所の会員事業所に勤務している者で編
成され、次のいずれかに該当するチーム。

　（1）チーム編成
　　①会員事業所単独チーム、工場内または部門別チーム。
　　②同業者等会員組合チーム。
　　③４社までの会員事業所の混成チーム。

前項①②については登録選手の70％以上が同一の事業所又は組合に所属し
ていなければならない。

　（2）チーム名
　　①参加チーム名は日立商工会議所登録会員事業所名とする。
　　②同一事業所において複数のチームが参加する場合は会員登録

事業所名と共に工場名または部門名を表記する。
　　③混成チームは複数の会員事業所名を併記する。　　　　　　　　
　（3）選　　手
　　①登録選手は会員事業所に所属していなければならない。
　　②Aクラス登録選手は3名までとする。
　　③日本野球連盟登録選手の出場は認めない。
　　④大会に出場する選手数は監督を含め20名以内とする。
　　⑤１選手が複数のチームに登録する重複登録は一切認めない。
　　⑥選手が複数の会員事業所に勤務している場合は、主に勤務している会員事業所の所属とする。尚、大会期間中のみ

選手を臨時に雇用し、当該チームの選手として登録することはできない。
　　⑦チーム編成、チーム名、登録選手の参加資格の認定は６月14日(水)に開催される各チームが選出した

実行委員による実行委員会において協議決定する。
〇申込期日　６月９日（金）  17：00まで
〇参 加 費　13,000円（消費税・スポーツ保険含む）
〇組 合 せ　組合せ抽選は、６月14日（水）に開催される実行委員会当日の受付順に行う。
〇申 込 先　会員サービス並びに工業課　先着20チーム窓口持参（電話、FAX、郵送での申込は不可）

前回大会の様子

第58回日立商工会議所会頭杯野球大会参加チーム募集

4月2日 第55回日立さくらまつりプレイベント花見茶屋
 青年部　第5回常陸ノ国グルメフェス
4月5日 汚染負荷量賦課金申告納付説明会
4月6日 正副会頭会議
4月7日 桐生商工会議所との懇談会
4月8日 第55回日立さくらまつり花見茶屋・
 ～ 9日 　　　　　　　　　　ボランティアガイド実施
4月10日 正副会頭と前正副会頭との懇談会
 無料法律相談
4月11日 新入社員研修
4月18日 製造業景況懇談会
 工業部会と（公財）日立地区産業支援センターとの懇談会
4月24日 共済キャンペーン進発式
 青年部通常総会
4月25日 観光環衛業部会議員協議会
4月26日 常議員会
 大型店立地問題協議会
 商業部会議員協議会
4月27日 創業支援ネットワーク会議

商業振興活動
支 援 事 業

　市内商業の活性化、商店街の活性化につながる賑わいづくりを支援します。

　商業部会では、商店街の活性化や街のにぎわいづくりに貢献すると認めら

れる商業活動販売促進事業、試験事業、空き店舗対策、後継者

育成、商品開発、各種イベント事業等を支援します。

第55回日立さくらまつり協賛花見茶屋・ボランティアガイド実施（4. 2、8～9）
花見茶屋28事業所、土産品推奨店等６事業所が出店するととも
に、今年で2回目となるふるさと日立検定合格者によるボランティ
アガイドとして、日立駅前、日立市観光物産協会本部の２ヶ所に待
機所を設置し、日立風流物の説明等を来街者の方へ実施しました。

新入社員研修（4. 11）
新入社員研修として株式会社キャリアファクトリー21
代表取締役 本田義昭氏を講師に迎え、社会人としての
行動マナーの基本について実技研修を開催しました。
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　　①参加チーム名は日立商工会議所登録会員事業所名とする。
　　②同一事業所において複数のチームが参加する場合は会員登録

事業所名と共に工場名または部門名を表記する。
　　③混成チームは複数の会員事業所名を併記する。　　　　　　　　
　（3）選　　手
　　①登録選手は会員事業所に所属していなければならない。
　　②Aクラス登録選手は3名までとする。
　　③日本野球連盟登録選手の出場は認めない。
　　④大会に出場する選手数は監督を含め20名以内とする。
　　⑤１選手が複数のチームに登録する重複登録は一切認めない。
　　⑥選手が複数の会員事業所に勤務している場合は、主に勤務している会員事業所の所属とする。尚、大会期間中のみ

選手を臨時に雇用し、当該チームの選手として登録することはできない。
　　⑦チーム編成、チーム名、登録選手の参加資格の認定は６月14日(水)に開催される各チームが選出した

実行委員による実行委員会において協議決定する。
〇申込期日　６月９日（金）  17：00まで
〇参 加 費　13,000円（消費税・スポーツ保険含む）
〇組 合 せ　組合せ抽選は、６月14日（水）に開催される実行委員会当日の受付順に行う。
〇申 込 先　会員サービス並びに工業課　先着20チーム窓口持参（電話、FAX、郵送での申込は不可）

前回大会の様子

第58回日立商工会議所会頭杯野球大会参加チーム募集

4月2日 第55回日立さくらまつりプレイベント花見茶屋
 青年部　第5回常陸ノ国グルメフェス
4月5日 汚染負荷量賦課金申告納付説明会
4月6日 正副会頭会議
4月7日 桐生商工会議所との懇談会
4月8日 第55回日立さくらまつり花見茶屋・
 ～ 9日 　　　　　　　　　　ボランティアガイド実施
4月10日 正副会頭と前正副会頭との懇談会
 無料法律相談
4月11日 新入社員研修
4月18日 製造業景況懇談会
 工業部会と（公財）日立地区産業支援センターとの懇談会
4月24日 共済キャンペーン進発式
 青年部通常総会
4月25日 観光環衛業部会議員協議会
4月26日 常議員会
 大型店立地問題協議会
 商業部会議員協議会
4月27日 創業支援ネットワーク会議

商業振興活動
支 援 事 業

　市内商業の活性化、商店街の活性化につながる賑わいづくりを支援します。

　商業部会では、商店街の活性化や街のにぎわいづくりに貢献すると認めら

れる商業活動販売促進事業、試験事業、空き店舗対策、後継者

育成、商品開発、各種イベント事業等を支援します。

第55回日立さくらまつり協賛花見茶屋・ボランティアガイド実施（4. 2、8～9）
花見茶屋28事業所、土産品推奨店等６事業所が出店するととも
に、今年で2回目となるふるさと日立検定合格者によるボランティ
アガイドとして、日立駅前、日立市観光物産協会本部の２ヶ所に待
機所を設置し、日立風流物の説明等を来街者の方へ実施しました。

新入社員研修（4. 11）
新入社員研修として株式会社キャリアファクトリー21
代表取締役 本田義昭氏を講師に迎え、社会人としての
行動マナーの基本について実技研修を開催しました。



お宅の屋根は
大丈夫ですか？
※平成１６年以前に製造された屋根材（カラーベスト）には
　アスベストが含まれております。
　　　　（ご心配な方は当店にご相談ください！）

⑦　第1617号　（毎月20日発行） 平成29年5月20日 第1617号　（毎月20日発行） 平成29年5月20日　⑥

　当所では、小規模事業者を対象に日計表のつけ方や従業員の源泉徴収の方法、などのお手伝いを
しています。
　この事業は、担当者が事業所の都合に合わせて面談し、経営者（またはご家族）が記帳や経理に
ついて理解し、ご自身で記帳が出来るように行っているものです。

【申し込み対象】
●従業員数が20名以下（卸・小売・サービス業は5人以下）の個人事業所
●税理士の関与を受けていない事業所

記帳指導を希望する事業所を募集します記帳指導を希望する事業所を募集します記帳指導を希望する事業所を募集します
期 間 は 原 則 3 年 間

 ■ ■ ■  問合せ　経営支援課  ■ ■ ■ 

自治・振興金融融資制度自治・振興金融融資制度

※どちらも年利1.0％の利子補給が受けられます。
　お申込み・お問合せはお近くの金融機関または
　当所経営支援課まで

 小規模事業者経営改善資金融資制度（マル経）小規模事業者経営改善資金融資制度（マル経）
【マル経制度】
○限　度　額　2,000万円
　　　　　　　※1,500万円超は事業計画書添付

○期　　　間　運転7年　設備10年

○保証・担保  原則不要

　利率1.11％（平成29年5月1日現在）

【マル経をご利用頂ける方】
○日立市内（十王地域を除く）で1年以上継続して

同一事業を営んでおり、税務申告をしている方

○当所の経営指導を原則として６ヶ月以上受け

ている方

○従業員20名以下（商業・サービス業は５人以

下）の小規模事業者の方

○所得税（法人税）、事業税、住民税を完納してい

る方

利率が変更になりました！利率が変更になりました！利率が変更になりました！
材料・商品の仕入や夏季賞与等、通常に比べて大きな資金が必要になる時期です。
お気軽にご相談ください。

中元資金の準備は計画的に ！

【自治金融】
○限　度　額　1,000万円
○期　　　間　運転7年　設備7年
○保　証　人　個人事業主は原則不要。
　　　　　　　法人の場合は代表者。
　　　　　　　※特別な事情がある場合は、その他に
　　　　　　　　連帯保証人が必要になります。 
○担　　　保　原則不要
　利率1.01％（平成29年5月1日現在）

【振興金融】
○限　度　額　2,000万円
○期　　　間　運転7年　設備7年
○保　証　人　個人事業主は原則不要。
　　　　　　　法人の場合は代表者。
　　　　　　　※特別な事情がある場合は、その他に
　　　　　　　　連帯保証人が必要になります。 
○担　　　保　担保必要に応じて徴求
　利率1.11％（平成29年5月1日現在）

※年利1.10％の利子補給が受けられます。
　お申込み・お問合せは当所経営支援課まで
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⑦　第1617号　（毎月20日発行） 平成29年5月20日

4月25日、日立商工会議所青年部第34回通常会員総会が開催され、本間恒弘会長のもと平成29年度がスタートしました。

未来に向かって

日立商工会議所青年部

会　長　本　間　恒　弘
(有限会社　ホンマ）

平成29年度がスタート

～報恩謝徳の精神で～
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平成28年度の主な事業

水戸支社　日立営業所　３１７-００７３　茨城県日立市幸町１-２１-２  TEL ０２９４-２１-５３８７
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。

日立さくらまつり出店
事業承継セミナー
外国人雇用に関する
セミナー
第36回全国大会
北海道いわみざわ大会
就活フェス in ひたち

4月 9日～10日 
10月12日     
1月26日     

2月23日～25日

3月13日    


